
  令和3年度学校関係者評価委員

■保護者

岩崎　愛　様　　上級調理経営学科　岩崎　優　君　保護者

■企業関係者

増井　徹　様　　（株）中島屋ホテルズ　取締役　経営管理本部

■他校関係者

　　　　　　　　　　　調理製菓総合学科　教員

１ ． 教育理念・ 目標

【 自己評価結果】 平均

1 教育理念並びに教育目標が明確に示さ れているか。 A
2 教育目標は卒業時の到達が読み取れるも のになっ ているか。 A
3 教育理念並びに教育目標が教職員・ 学生に浸透し ているか。 A
4 組織での目標設定が適切にさ れ、 実行でき たか。 B
5 鈴木学園ク レド は教職員に浸透し 、 実践さ れているか。 A

【 現状の問題点】

【 改善のための方策】

【 関係者評価】

年度初めに全体に説明し、さらに現在の活用を継続することで学生への浸透を促します。

・ 企業でも ク レド を読み上げ理念を行動に移せるよう 取り 組んでおり ます。
　 本校でも 継続し て取り 組み今後の効果を期待し たい。
・ 卒業後社会にでて学校の取り 組みを振り 返り 離職や、 活躍で初めて評価する事が出来る。

教育目標の到達度をはかるため、 ク レド 活用の見直し や浸透に新たな取り 組みが必要
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中央調理製菓専門学校静岡校　 　 上級調理経営学科・ 調理師科

　　　　　　　　　　　副本部長　兼　総務部長

高橋　渉　様　　　中央歯科衛生士調理製菓専門学校



２ ． 学校運営

【 自己評価結果】 平均

5 目標を達成するための事業計画が策定さ れているか A
6 教育活動等に関する情報公開が適切になさ れているか。 A
7 情報システム化等による業務の効率化が図ら れているか。 B
8 就業規則などの諸規定は適切に整備さ れているか。 A
9 組織内の連携は適切に図ら れているか。 B
10 上司の指示は適切にさ れているか B
11 上司は提案を受け入れてく れているか B
12 職場内での教職員教育・ 指導は充分なさ れているか。 B
13 BSCは適切に活用さ れているか。 B

【 現状の問題点】

【 改善のための方策】

【 関係者評価】

・ コ ロナ禍で学生にも 職員にも リ モート や情報共有のシステム化が急激に加速し 、 効率がで
　 ている。 また学生と も コ ミ ュ ニケーショ ンツールや授業を進めて行く 上でさ ら に活用をす
　 進むと 予測するが、 対面と リ モート での効果的な事を考え活用し ていく 。

全体的に組織運営に関し ての評価が下がっ ている。 業務の効率化や情報の共有はGoogl eWor kspace等の活
用で以前よりも進んでいるが、更に工夫する機運の高まりがある。

Googl e等のアプリ に対し て以前より 活用が進んでいる。 新し いも のに対し て、 前向き に取り 組みが出来る
体制を整えていく 。



３ ． 教育活動

【 自己評価結果】 平均

14 授業評価の実施・ 評価体制はあるか A
15 資格取得等に関する指導体制、 カ リ キュ ラ ムの中での体系的な位置づけはあるか A
16 資格試験の合格率は他校と 比較し て妥当か。 A
17 資格試験の不合格者の対策は適切に行われているか。 A
18 関連分野における実践的な職業教育( 産学連携によるイ ンタ ーンシッ プ、  実技・ 実習等) が体系的に位置づけら れているか A
19 目標に到達し ない学生には対し 適切なフ ォ ローがなさ れているか。 A
20 職員の能力開発のために研修等を実施若し く は派遣し ているか B
20 シラ バスは十分に検討し 作成さ れていたか。 A
21 シラ バスの内容見直し について教員間で検討さ れていたか。 A
22 教務の問題について、 組織内で適切に話し 合われているか A
23 十分に余裕を持っ て教育行事の準備が出来ているか。 B
24 学生による学校評価を反省し 、 事後の教務を改善し ているか。 A

【 現状の問題点】

【 改善のための方策】

【 関係者評価】

４ ． 学修成果

【 自己評価結果】 平均

26 就職率の向上が図ら れているか A
27 退学率の低減が図ら れているか B

【 現状の問題点】

【 改善のための方策】

【 関係者評価】

退学者への日ごろ の対応、 指導についてアプローチを各教員が対応し ていく 。 適し た職員を配置し 、 対話
する行事をつく り 、 時間をと り ます。

・ 話易い環境作り と 各学生に適し た職員を配置し 対策を取り まし た。
　 また少人数での食事研修等企画をし 学生、 職員共にコ ミ ュ ニケーショ ンを取り やすい環境
　 を作り に取り 組み今後も 継続し て取り 組んで行く 。

コ ロナ禍で求人票が減る中、 就職率、 質と も に高いレベルを維持でき た。 また、 卒業生に対し ての求人サ
イ ト も 開設するなどの取り 組みも あっ た。 今後は在校中だけでなく 卒業後も 転職や学び直し の支援ができ
るよう 取り 組みたい

概ね教育内容に関しては自己評価が高くなっている一方で、コロナ禍で中止または参加見送りになった研
修があり、能力開発が思うように進まない年度であった。個々の担当科目だけでなく、全体として有機的
につながりを持った教育を実践できるように俯瞰した視点でカリキュラムを見るようにしたい

コ ロナ禍の為、 研修は少なかっ たが次年度の計画は立てら れている。 各個人でも 学びたいこ と や、 取り 組
みたいこ と を積極的に出し 、 教員の能力のさ ら なる向上に努める。

・ 対面での研修は中止と なっ たが、 リ モート での研修参加は出来ていた方も いる。
　 職場は閉塞的で視野が狭く なっ てし まう ため、 引き 続き 希望する研修へ参加をし 技術、 知
　 識向上に務める。



５ ． 学生生活支援

【 自己評価結果】 平均

28 学生相談、 カ ウンセリ ングに関する体制が整備・ 機能し ているか。 A
28 各学校行事について、 適切な事後反省を行い次回に活かし ているか。 A
29 防犯・ 防災訓練の実施・ 防災計画の作成等、 不法侵入・ 災害に対する整備は万全か。 A
30 進路活動に関する支援が整備さ れ、 機能し ているか。 A
31 中途退学の理由、 実状を適切に把握し 、 教職員で共有し ているか。 A

【 現状の問題点】

【 改善のための方策】

【 関係者評価】

６ ． 教育環境

【 自己評価結果】 平均

33 施設・ 設備は、 教育上の必要性に十分対応でき るよう 整備さ れているか A
【 現状の問題点】

【 改善のための方策】

【 関係者評価】

・ 社会へ出てから も 対応でいるよう な器具や設備が整っ ている。 但し は破損や買い替えも
　 行っ ている為、 改めて器具の扱いや使い方を引き 続き 説明し ていく 必要がある。

２ ～３ 年を予想し て計画的に機材の購入を考える。 業界の変化に伴い、 必要な設備を提案する。

コ ロナ禍の中で例年より も 悩みを持つ学生が多かっ たかも し れない。 早い段階で学生と の対話ができ るよ
う 、 担任以外の教職員も 含めた取り 組みを更に検討し たい

各教員の担当などに分け過ぎず、 教職員全体で学生に関わる必要がある。 カ ウンセリ ングシステムを気軽
に申し 込めるよう にする必要がある。 昨年から 始めたなんでも 相談のよう な学生が気軽に話し たい先生に
相談でき る環境を整える必要がある。

・ 学生と 職員の距離感や個々の学生に合わせた職員を配置し 話易い環境、 気軽にカ ウンセリ
　 ングを受けれる様促し 悩みや考えている事を聞き 出し 対策をる事を更に整えて行き 、 気軽
　 に相談でき る様整備し ていく 。

今年度は大型教育機器備品の導入はなかっ たが、 既存の機器を十分に活用でき ている



７ ． 学生の受け入れ募集

【 自己評価結果】 平均

34 学生募集のための広報資料の表現・ 内容並びに広報活動の方法， 時期は適切か。 A
34 入学案内（ パンフ レッ ト ） には志願者が必要と する情報が掲載さ れているか。 A
35 体験入学の時期、 回数、 内容は適切か。 A
36 入学者選抜の時期、 方針、 方法は適切か。 A

【 現状の問題点】

【 改善のための方策】

【 関係者評価】

８ ． 財務

【 自己評価結果】 平均

38 ・ 中長期的に所属学科の学費納入基盤は安定し ていると いえるか A
39 ・ 学科で策定し た予算・ 収支計画・ 執行は有効かつ妥当なも のになっ ているか A

【 現状の問題点】

【 改善のための方策】

【 関係者評価】

・ 食材などの原材料や備品の値上げに対し て複数社より 見積も り をと り 、 企業によっ て強い
　 物品を把握し 発注を行う 。 また予算と 収支のバラ ンスを把握し 無駄をなく す。

継続して募集活動に臨みたい。

・ 社会への出口に対し ての学校の取り 組みを説明する中で、 学生視点や職員から の視点の
　 説明を行う 事によっ て卒業後に自身が目指す夢や目標のイ メ ージする事が今回の結果に繋
　 がっ ていると 考える。 引き 続き 取り 組んで行く 。

管理職が予算執行状況の共有と 収支バラ ンスの把握をでき るよう にし 、 更に無駄なく 教育資源と し て投入
でき るよう 検討し たい

食材や消耗品、 備品などの購入情報を、 データ と し て残し 次年度に繋げら れるよう にし ていく 必要があ
る。

令和４ 年度生募集では上級調理経営学科に定員を超える入学志望者があり 、 調理師科も 過去最高の入学者
数と なっ た。 体験入学はコ ロナ禍で制限があっ たが、 状況に応じ た対等ができ ていた



９ ． 法令等の遵守

【 自己評価結果】 平均

40 個人情報に関し 、 その保護のための対策がと ら れているか A
40 自己評価の実施と 問題点の改善を行っ ているか A
41 個人情報保護法を遵守し ているか。 A
42 各種ハラ スメ ント に対する防止・ 対応策が整備さ れているか。 A

【 現状の問題点】

【 改善のための方策】

【 関係者評価】

具体的にハラ スメ ント の事案は無かっ たが実際に起こ っ ていたかどう かが把握でき ていない。 相談でき る
体制があるこ と は学生に伝えており ます。

意識が高く なっ ている為引き 続き 取り 組んでいき たい。

ハラ スメ ント の啓蒙が進まなかっ た１ 年であっ た。 個人情報保護と 併せてより 教職員教育が必要
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